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	○朝日大学病院等看護師認定研修規程（2021年１月28日制定）


朝日大学病院等看護師認定研修規程
2021年１月28日
制定
（目的）
第１条　この規程は、学校法人朝日大学管理運営基本規則第３条第２項の規定に基づき、朝日大学病院及び朝日大学医科歯科医療センター（以下「本院等」という。）の看護師を、認定看護師の資格の取得に必要な研修（以下「認定研修」という。）に派遣することにより、本院等における看護師の資質の向上及び質の高い看護サービスの提供を目指すことを目的とする。
（定義）
第２条　この規程において用いる用語の定義は、次の各号のとおりとする。

(１)  認定研修とは、公益社団法人日本看護協会（以下「協会」という。）が認定する認定看護師教育機関に入学し、本院等が認めた別表に定める認定看護分野に関する教育を受けるため、一定期間継続して研修派遣することをいう。
(２)　認定研修に派遣する看護師とは、学校法人朝日大学就業規則第２条第１項及び朝日大学病院就業規則第２条第１項に規定する医療職員で、本院等に勤務する看護師をいう。

（派遣期間）
第３条　研修期間は、認定研修を修了するために必要な期間とする。
（人員）
第４条　認定研修に派遣する看護師（以下「研修看護師」という。）の数は、原則として年間２名以内とする。
（資格）
第５条　研修看護師の応募資格は、次の各号に定める要件を全て満たす看護師とする。
(１)　認定研修開始日現在において看護師経験年数（産前・産後休暇、育児休暇等休職期間を除く。）が通算５年以上で、かつ、本院等における勤続年数（産前・産後休暇、育児休暇等休職期間を除く。）が通算２年以上であること。

. (２)  認定研修の修了後、協会が定める認定審査の申請要件を満たすことが明らかであること。

（選考方法）
第６条　認定研修を希望する看護師は、所定の申請書兼誓約書を看護部長に提出するものとする。
２　看護部長は、前項に定める書類の提出があったときには、看護部内の公平性を勘案の上、派遣の可否を審査し、所定の上申書を添付して、候補者を病院長又は医科歯科医療センター長（以下「病院長等」という。）に提出する。
３　病院長等は、前条の申請が適正であると認めたときには、理事長に候補者を推薦し、理事長は学長の意見を聴いて、これを決定する。
４　前項の決定に基づき、理事長は病院長等をして、申請者に対して決定通知書を交付する。
（職務免除）
第７条　研修看護師については、研修期間中の職務を免除し、役職に有る者は、その委嘱を解く。
（研修費等の支給）
第８条　認定研修に必要な研修費等は、次の各号により支給する。
　(１)　認定研修に必要な研修費（受講料及び実習費をいう。）並びに認定審査に係る審査料及び認定料（以下「研修費等」という。）は本院等が負担する。
(２)　前号に定めるもののほか、認定看護師教育機関を修了し認定資格を得た者が、新たな認定資格に移行するために必要な特定行為研修の受講料についても同様に扱うものとする。
(３)　前２号に定めるもの以外の費用については、研修看護師本人の自己負担とする。
２　研修費等は派遣を決定した日から１か月以内に研修看護師が指定した銀行口座に振り込むものとする。
３　前２項のほか、認定看護師の認定更新における審査料及び認定料は本院が負担する。
（研修看護師の義務）
第９条　研修看護師は、派遣期間中、研修に専念しなければならない。ただし、研修期間中、学校法人朝日大学就業規則又は朝日大学病院就業規則に定める就業時間中で、研修が休みであるときには、本院等での勤務を命じることがある。
２　研修看護師は、資格取得後、原則として５年間、本院等の専任職員として勤務しなければならない。
３　研修看護師が前項に定める期間内に退職する場合は、支給した研修費等の全部又は一部を返還しなければならない。ただし、退職が死亡、傷病その他理事会において止むを得ない事由と認められた場合には、研修費等の返還を免除することができる。
４　前項において返還を要する額は、資格の認定日の翌月１日を起算日として、次の算式により算出した金額とする。なお、返還額の算出にあたっては、円未満の端数は切り捨てとする。
　　返還額＝受講料等÷60×（60－資格取得後勤務月数（産前・産後休暇、育児休暇等休職期間を除く））

（報告）
第10条　研修看護師は、研修修了後、所定の報告書を、看護部長を経て理事長に提出しなければならない。

２　看護部長は、研修看護師に対し、研修の進捗について適宜報告書の提出を求めることができる。
（研修計画の変更）
第11条　研修看護師が研修を中止したときは、研修費の全部又は一部を返還しなければならない。ただし、やむを得ない事由があると認める場合は、返還を免除することがある。

（派遣の取消等）
第12条　研修看護師に、この規程の趣意に反する行為又は看護師として相応しくない事実があると認められた場合は、派遣の決定の取消し、又は中止を命ずることができる。この場合、研修費等の全部又は一部を返還しなければならない。

２　前項のほか、認定審査に係る試験に２回不合格となったときについても同様とする。
（給与の支給等）
第13条　研修看護師に対しては、その派遣期間中、現に受けている給与の全額を支給する。

２　居住地から研修地までの交通費については、学校法人朝日大学給与規程又は朝日大学病院給与規程（以下「給与規程」という。）に基づく通勤手当を支給する。
３　研修看護師が居住地を離れて研修する場合は、通常居住している住居に対する住居手当との高い方を給与規程に基づき支給する。
４　その他給与規程に定める諸手当については、皆精勤手当を除き、通常どおり支給する。

５　研修期間中の定期昇給及び給与改定は、これを研修看護師に適用する。
６　研修期間は、学校法人朝日大学退職金規程第７条又は朝日大学病院退職金規程第７条に規定する勤続年数に算入する。
７　研修期間中に研修地以外での研修が必要となった場合は、出張として取り扱い、学校法人朝日大学旅費規程により旅費を支給する。ただし、旅行諸費は除く。
（改正）
第14条　この規程の改正は、理事長が病院長等の意見を聴いて、理事会において行う。

（施行細則）
第15条　この規程で定めるもののほか、認定研修に関し必要な事項は、別に定める。

附　則（2021年１月28日）
１　この規程は、2021年４月１日から施行する。
２　ナース・キャリアアップ支援制度の取扱要領（平成19年８月１日制定）及び朝日大学病院認定看護師就学資金貸与規程（平成21年３月19日制定）は廃止する。

別表（第２条関係）
	2026年度をもって教育終了となる分野
	2020年度から教育を開始した分野

	救急看護、皮膚・排泄ケア、集中ケア、緩和ケア、がん化学療法看護、がん性疼痛看護、訪問看護、感染管理、糖尿病看護、透析看護、手術看護、乳がん看護、摂食・嚥下障害看護、認知症看護、脳卒中リハビリテーション看護、がん放射線療法看護、慢性呼吸器疾患看護、慢性心不全看護
	感染管理、がん放射線療法看護、がん薬物療法看護、緩和ケア、クリティカルケア、呼吸器疾患看護、在宅ケア、手術看護、心不全看護、腎不全看護、摂食嚥下障害看護、糖尿病看護、乳がん看護、認知症看護、脳卒中看護、皮膚・排泄ケア
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